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北海道観光のくにづくり行動計画

H3.4

H7.4

H10.4 H18.4 H23.4

・ソ連・東欧の改革

・円高・牛肉等の輸入自由化

・二国間貿易の自由化 等

北海道ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ戦略（仮称）

H30.4

・国際水平分業の拡大

・非関税障壁の撤廃

・農水産物輸入増加

・規制緩和等の経済構造改革

・自由貿易の発展によるマルチ

な経済交流の増加 等

・国際的経済競争激化

・中国をはじめとした東アジアの

経済成長

・EPA、FTAの動き

・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ社会が世界規模で定着

・経済競争の激化から経済連携

の締結 等

・ASEAN、ロシアの経済成長

・ｶﾝﾄﾘｰﾘｽｸ（外交問題、政情

不安、大規模災害、テロ等）

の顕在化 等

■本道の国際化推進の基本施策

・日本の国際的地位の向上に応じ

た責任という視点

・海外から学ぶという段階

■本道の国際化を総合的・計画的

に推進

・国内観光地間競争の激化を踏ま

えた観光の国際化

・国際分業の進展を背景とした海

外進出

■北海道らしさを活かした国際化基本
方針や重点化の視点

・厳しい財政事情を踏まえた選択

と集中の視点

・ブランド発信が柱の一つに

・新たに「食」という切り口

友好親善、相互理解、国際貢献

■本道の国際化施策の基本方向

・少子高齢化の視点

・国際展開による北海道経済の振

興を打ち出し

■本道の国際化の展開に向けた共通

の考え方やｱﾌﾟﾛｰﾁ

■めざす姿

“世界に広がる「憧れのくに・北海道」”

■アプローチ

Ⅰ 本道の魅力や強みを活かした

海外展開

Ⅱ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化に向けた環境づくり

Ⅲ 「北海道のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化」の取組

北海道外国人観光客来訪促進計画

北海道ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ加速化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

北海道食の輸出拡大戦略

北海道におけるMICE戦略

北東ｱｼﾞｱ･ﾀｰﾐﾅﾙ構想

北極海航路の利活用に向けた方針

「世界の中の北海道」として

本道がめざす姿を共有し、

その実現に向けた

共通の考え方やアプローチ

を整理することが必要

H1.2

地域国際交流推進大綱

の策定に関する指針

自治体国際協力推進大綱

の策定に関する指針

地域における多文化共生

推進プラン

H18.3

◇近年、国際化に関わる取組が

多分野にわたっているほか、

各国際化施策の専門性が高

まっている

◇国際情勢の変化に柔軟かつ

機動的な対応が求められる

本道を

取り巻く

国際化情勢

…

北海道貿易・経済交流

推進方策

海外との経済交流

推進方策

海外との

経済交流

推進方策

■本道経済の新たな発展の

ため、一層の国際化を推進

・道内企業の国際競争力の強化

・経済交流等の推進

・基盤の整備

■海外における『北海道ブ

ランド』の創出

・重点的展開を図る分野を設定

食、観光、ＩＴ、バイオ、住宅

・投資、企業誘致の促進の打ち

出し

■選択と集中の観点
から重点分野を絞り

込み

・重点戦略分野として

食、観光を設定

■道内経済のグローバル
化を総合的に推進

・東アジア及びロシアを重

点エリアとして位置付け

・カントリーリスクへの的

確な対応

・海外進出に向けた基盤

づくり

H8.3 H17
H22.3 H25.3

H3.3 H10.4 H18.3 H23.3

H14.3 H20.3 H25.5

H28.4

H29.2

H29.1

H28.2

H25.2

H28.2

H28.9
北海道ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材の育成に向けて

北海道国際化推進指針
北海道国際化推進指針

（現指針）

国際化のための

基本計画
国際化の推進方策

資料２

海外との

経済交流

推進方策

統

合

情報通信技術の進展に伴うグローバル化

【北海道の国際化の現況】

・在住外国人 H18 19,709人→H27 25,692人（全国No.18）

・留学生 H18 1,800千人→H27 2,725人（全国No.13）

・訪日外国人来道者数 H23 570千人→H27 2,080千人

・国際旅客定期便路線数 H26.1 94往復/週→H28.12 172往復/週

・貿易額（輸出入計） H19 16,517億円→H28 12,764億円

【北海道の現状】

・北海道の知名度・存在感の向上

・国際情勢の変動がダイレクトに影響

【北海道の課題】

・国際化に対応した人材の育成、高度外国人材の活用

・多文化共生社会の形成

・国際交通網や物流基盤等のインフラ整備

・国際情勢やカントリーリスク等への対応

・海外との人的ネットワークの形成

・北海道ブランドの戦略的発信

・経済統合の進展

・中間層の拡大・新興市場の台頭

・流動化の促進（ヒト・モノ）

・保護主義・内向き傾向の顕在化

・カントリーリスクの多様化と複雑化

（現方策）



数字で見る北海道
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総面積

日本の総面積約37.8万㎢の22.1％で

全国１位

人口 全国ｼｪｱ

4.2%

経済成長率 食品輸出額
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経済成長率（実質）

平成26年度の経済成長率（実質）は、

道内▲0.8％、全国は▲1.0％
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北海道からの食品輸出額
億円
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772

663

576

359

平成28年度の食品輸出額は、

平成24年度の約２倍
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道内在住外国人
人

28,869

25,692

23,534

22,629
22,027

人口10万人当たりの外国人人口では、

402.8人で全国42位
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道内留学生
人

2,725

2,588

2,686

2,7372,734

道内の留学生数は全国13位、

全留学生数の1.8％

全国ｼｪｱ

2.6%

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

H23

(2011）

H24

（2012）

H25

（2013）

H26

（2014）

H27

（2015）

訪日外国人来道者数
人

訪日外国人

2,080,00

1,541,30

1,153,10

790,400

569,700

旅券発行状況
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道内旅券発行状況

98,811

85,480
88,179

94,152

112,212

道内の旅券発行数は全国8位、

全旅券発行数の2.6％

平成27年度の訪日外国人来道者数は、

平成23年度の約４倍

同時期の全訪日外客数の9.7％

2040年時点で北海道の人口は460～450

万人の見通し。現在 538万人、全国の

4.2%、第8位（2015年国勢調査）
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国際定期空港路線の状況

　（１）国際定期航空路線一覧

　（２）道内空港の国際旅客定期便の概要

就航年月 往復／週 路線計 空港計

1989. 6 14

2011. 7 7

2013.12 7

2016.7 7

2016.7 7

大　邱【新】(TAE) 2016.12 3 3

2006. 6 5

2015.12 7

北　京(PEK) 2007. 4 7 7

天　津(TSN) 2015. 3 2 2

2001. 8 7

2014.10 7

1990.10 14

2014.12 11

2003. 3 14

2006. 7 7

高　雄(KHH) 2015. 2 5 5

バンコク(BKK) 2012.10 7 7

クアラルンプール(KUL) 2015.10 7 7

シンガポール(SIN) 2016.10 3 3

グアム(GUM) 1990. 7 2 2

ホノルル(HNL) 2012.10 3 3

ユジノサハリンスク(UUS) 2001. 7 2 2

2012.10 7

タイガーエア台湾【新】(IT) 2016. 8 4

天　津(TSN) 2015. 3 2 2

西　安【新】(XIY) 2016.12 1 1

ソウル(ICN) 2006. 6 0 0

台　北(TPE) 2013. 6 0 0

上　海(PVG) 2014. 7 3 3

(道総合政策部航空局国際航空課調べ）
※【新】は、平成28年度に新規路線として開設された路線又は既存路線への新規就航
※「旭川－ソウル」線（アシアナ航空）及び「旭川―台北」線は季節運航

スクート(TZ)

ユナイテッド航空(UA)

ハワイアン航空(HA)

11

14

エバー航空(BR)

155

チャイナエアライン(CI)

オーロラ航空(HZ)

タイ国際航空(TG)

エアアジアＸ(D７)

旭川
(AKJ)

3

天津航空(GS) 

奥凱航空(BK)

アシアナ航空(OZ)

エバー航空(BR)

中国東方航空(MU)

航空会社

大韓航空(KE)

ジンエアー(LJ)

函館
(HKD)

台　北(TPE)

ティーウェイ航空(TW)

アシアナ航空【新】(OZ)

チェジュ航空【新】(７C)

エアプサン(BX)

大韓航空(KE)

エアプサン(BX)

中国国際航空(CA)

天津航空(GS) 

中国東方航空(MU)

春秋航空(９C)　

キャセイパシフィック航空(CX)

2016年12月31日現在

路線

新千歳
(CTS)

ソウル(INC) 42

台　北(TPE) 21

香港航空(HX)

エバー航空(BR)

チャイナエアライン(CI)

釜　山(PUS) 12

上　海(PVG) 14

香　港(HKG) 25

H28.10.30～11.5における

全国の国際旅客定期便数4,578.5便に対し、

道内の便数は151.5便で全国対比3.3%

全国ｼｪｱ

3.3%



コルサコフ

大連

光陽

青島

上海

寧波

タコマ

バンクーバー

苫小牧

大阪

名古屋
清水

東京

金沢

新潟

伏木富山

小樽

函館

八戸

蔚山

釜山新港

仙台

釧路

仙台塩釜

石狩湾新

室蘭

舞鶴

ウラジオストク

稚内

連雲港

釜山

①

①

博多

①

①

①
①

①

②

②

②

②
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③

③

③

③

③④

秋田

④
④

④

④

④
④

酒田

⑤

④

④

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

天津新港

⑤

⑥

⑥

⑥

⑥

⑥

⑥

⑥

⑦

⑦

⑦

⑦

⑦

⑦

⑧

⑧

⑧
⑧ ⑨

⑩

⑨

⑨

⑨

⑨

②

⑩

⑩

②

⑪

平澤

⑤

国際海上ネットワークの状況

国際定期航路一覧
（平成２８年１１月１日現在）

① 北米西岸航路 バンクーバー～タコマ～苫小牧～釜山 ｳｴｽﾄｳｯﾄﾞｼｯﾋﾟﾝｸﾞﾗｲﾝｽﾞ 隔週１便 貨物コンテナ

～博多～大阪～名古屋～清水～東京～

タコマ～バンクーバー

② 中国航路 大連～青島～上海～新潟～伏木富山 神原汽船㈱ 週１便 コンテナ

～小樽～舞鶴～大連

③ 中国・韓国航路 釜山～新潟～秋田～苫小牧～酒田～釜山～ 長錦商船㈱ 週１便 コンテナ

釜山新港～蔚山～光陽～上海～釜山 天敬海運

④ 中国・韓国航路 釜山～釜山新港～新潟～函館～苫小牧～釧路～ 南星海運 週１便 コンテナ

八戸～酒田～富山～釜山～蔚山～光陽～

上海～寧波～釜山

⑤ 中国・韓国航路 釜山～釜山新港～新潟～苫小牧～釧路～八戸～ 南星海運 週１便 コンテナ

仙台塩釜～釜山～蔚山～光陽～平澤～

天津新港～大連～青島～釜山

⑥ 中国・韓国航路 釜山～釜山新港～石狩湾新港～苫小牧～釜山 高麗海運 週１便 コンテナ

～釜山新港～光陽～連雲港～青島～釜山 興亜海運

⑦ 中国・韓国航路 釜山～釜山新～石狩湾新港～苫小牧～室蘭 高麗海運 週１便 コンテナ

～釜山～釜山新港～光陽～天津新港～釜山 興亜海運

⑧ 韓国航路 釜山～苫小牧～新潟～釜山 NYKｺﾝﾃﾅﾗｲﾝ 週１便 コンテナ

⑨ 韓国航路 釜山新港～釜山～仙台～八戸～苫小牧～ 長錦商船㈱ 週１便 コンテナ

石狩湾新港～釜山～釜山新

⑩ ウラジオストク ウラジオストク～小樽～伏木富山～ NAVIS SHIPPING 月２便 ＲＯＲＯ

航路 ウラジオストク

⑪ 北海道・ （稚内～コルサコフ） SASCO 12往復24便 旅　　客

サハリン航路 (8/1~9/16)

（小樽～ホルムスク（運休中））

北海道調べ

船種番号 航路名 寄港地 船社名 航海数


